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-ThedistributionanddiffusionofmusicalinstrumentsinOceanaia-

HIROAKI KATURA

l.はじめに

オセアニアは､ミクロネシア､ポリネシア､メラネシアの三つの地域に大別されるが､これらの

地域においては､利用できる物質資源､社会組織の大きさや階層化の程度､人々の移動等の結果に

より､独自の音楽文化を生みだしてきた｡楽器も音楽文化を構成する重要な要素であり､各地域､

諸島､島により､その現れ万に違いが見られるし､また､同じ種類の楽器であっても､楽器の構造

の細部が異なることが少なくない｡たとえば､ダンスをしながら､手に長い棒を持って互いに打ち

合うdancesticks(ダンス･スティック)は､ミクロネシアに顕著に見られるが､丸太状の木塊に

割れ目を入れてバチで打つslit-drum (スリット･ドラム)は､メラネシとポリネシアに現れる楽

器であり､ミクロネシアには無い｡またslit-drumの割れ目の形状にしても､ニュー ･ギニアなど

のように､細い割れ目で､中は広い空洞状になっているものあれば､フイージー諸島やポリネシア

のように､slit-drumとは言えないような幅の広い割れ目で､槽状といえるものもある｡

オセアニアの地域区分図 (石川 1987より)
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楽器も含めたオセアニアの音楽文化についての研究は､限られて地域については綿密な現地調査

が行われるようになり､詳細な情報が得られるようになってきているが､それらの研究は特定の地

域に集中する傾向にあり､各音楽文化の相互関係については､情報の不足もあって､それほどは明

らかにはなっていない｡しかし､広大な海洋に散在するこれらの島々の間では､航海技術に支えら

れた人々の接触が頻繁にあったと想像され､文化人摂学､考古学､言語学等の近年の研究からも明

らかなように､各島､各諸島の文化は､それぞれ独自に発達したというよりは､互いに影響し合い､

謂わば文化圏を形成しながら発達したと考える方が妥当である｡音楽に関して地域を限定してその

例を挙げると､ミクロネシアのヤップ島とトラック諸島では､それぞれ独自の音楽様式､及び､音

楽の種目を持っているが､その間にある多数の小さな珊瑚島を媒介として相互に影響を与え合って

音楽様式を発達させてきた (桂 1988)｡視点をマクロにとれば､これと同様のことがオセアニア

全域にも当てはまり､各島､各諸島の文化接触により､楽器の分布の仕方には一定のパターソが見

出せるのではないだろうか｡

この小論の目的は､オセアニアの特定の地域に存在する楽器の種額､および楽器の構造上の特徴

から､オセアニア全体における楽器の分布の仕方の概略を論じ､そこから､楽器の伝播の仕方につ

いての仮説を導き出すことにある｡また､最終的には､因子分析により各地域の相互関係を導き出

す予定であるが､筆者のデータの収集がまだ十分ではないので､今回は予備的研究の意味をもたせ､

データの整理を通して､今後のデータ収集の方向づげをすることも目的としている｡

2.方 法

オセアニアの楽器について書かれた文献､及び写真く1)から､特定地域の一つの楽器を1レコー ド

として､以下の30項目を整理してデータ･ベースに入力した｡

1.楽器名 (日本語名､英語名､現地名) 2.地域 1 (諸島) 3.地域2 (島) 4.

地域 (地名､部族名) 5.楽器の特徴的構造 (1から6まで) 6.楽器の用途 (1から4

まで) 7.楽器の素材 (1と2) 8.演奏者の性別 9.演奏者の人数 10.演奏形

態 11.演奏者の社会的階層 12.楽器の聖 ･俗の区別 13.奏法 (1と2) 14.音楽

構造 (1と2) 15.データのソース 16.備考 (1と2)

オセアニアの楽器に関する記述は断片的なものが多く､以上の項目の情報を完全に満たす記述は

皆無に近く､ほとんどの記述は断片的な情報しかもたらさないが､こうした記述も1レコードとし

て入力し､今回､入力したレコー ドの総計は786となる｡次に､入力されたレコー ドのなかで､同

一地域の同一楽器についてのものと思われるものを取り出し､ひとつのレコー ドにまとめた｡

このような段階を経て整理されたレコー ドから､パソコソのソフト機能を用い､オセアニアの各

諸島､各島に存在する楽器､並びに､同一楽器の構造上の特徴を取りだし､楽器の分布の仕方につ

いて検討を加えた｡

3.オセアニアにおける楽器の分布の概略

(1)オセアニアにおける楽器の種類

オセアニアにおける楽器の種頬の総数は､楽器の構造上の細部の相違､あるいは素材の違いをど

のように捉えるかで異なってくる｡たとえば､ほら貝は､縦吹きであるか横吹きであるか､マウス･

ピースの有無により細分類することができるし､ガラガラも大きくひとつの種類としてまとめるこ

ともできれば､素材や発音原理から､さらに細分頬することができる｡

表 1は､ホルンボステル-C.ザックスの楽器分額システム (Hornbostel&Sachs1914)を元
にしたオセアニアの楽器の分類表である｡彼等の分頬コー ドではアラビア数字を用いているが､パ
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表 1:オセアニアの楽器の種類

楽 器 名 楽 器 名
stmcksticks
dancesticks
fan

apairoft治aterS
stmckvessels
stone

percussionrute
apiaceofwood
tinplate
soundlngboard
percussiont光am
percussionplate
stampingplate
apiaceofbamboo
rolledmat(bamboo)
Stampingtube
rolledmat
bamboobundles

splitbamboo
unsllthollow-iogdrum
bottle

gourdlime-pots
gascylinder
galvanizedpot
gourd(gourddrum)
tin

slit-drum(bamboo)
slit-drum
stmckball

mat-flicking
leafbundle
rattles

AAB.BAA
AAB.BAA
AAB.BC
ABA.ら
ACB.A
ACB.B
BAA.AA
BAA.BD
CAA.AAA
CAA.ABA
CAA.ABA.AB
CAB.AB
DAA
DAB.ACB
DAB.BB
DAB.BB
DAB.BB
DAIS.BB
DAC
DBA.AAA
DBA.AAA
DBA.AAA.BA
DBA.AAA.BA
DBA.AAB
DBA.AAB
DBA.ABA.AA
DBA.AC
DBA.BBA.DA
DBB.A
DBB.BAA
DBC.A
DBC.AAA
DBC.ABA

stoneplate
scrapingstick
scrapedgourd
jew'Sharp
natslap
fnctionblock
drum

hourglassshapeddrum
stickthizer

arrousstruckagainsttx)w
musICalbow
tubethlZer

buzzingleaf
mouthorgan
whirlingtop
whirlingdisk
bullroarer

whirlingvessel
waterdrum
end-blownnute
noseflute
woodenvesellwithreedtube

stoppedpipe
panplpeS
bundledpanpipes
transversenute
vesselflute

policewhistle
Iでedwhistle
bambooclarinet
bamboohorn

conch-shelltmmpet
woodentmm

ソコソのソフト機能を利用する便宜から､数字の1,2,3.‥ は､アルファベットのA,B,

C...に対応させて置き換えてあるO また､分類コー ドは､文献の記述から推定できて範囲のレ

ヴェルまでにとどめているので､分類のレヴェルは統一されていないし､また､ホルンボステル-

ザックスによる分煩コー ドからは同一の楽器であっても､素材や形状､演奏法から一般には別の名

称が与えられているものは､異なる種頬の楽器とした｡

表1には合計66種頬の楽器が挙げられているが､そのうち policewhistle､tinplate､gascyli-

nderなど､西洋からの移入品を除くと､土着の楽器は63種類(2)になる｡

衰1の楽器の分頬コー ドからは､分類コー ドAで始まる体鳴楽器 (Idiophone)が多く､99種

額中､55種頬を占めており､中でも直接打奏体鳴楽器 (分額コー ドAAA)が30種類と､最も多

い｡
情報の不足から楽器の分類のレヴェルを統一できないので､明確には断定できないが､オセアニ

アにおいては ｢叩く｣､｢打つ｣という奏法を主体とした体鳴楽器が多く､弦鳴楽器(Chordophone,

分頬コー ドC)と膜鳴楽器(Membranophone,分類コー ドB)は､比較的少ないと言える｡

(2)オセアニアにおける楽器の分布

表2はオセアニアの各地域における楽器の分布状況を示 したもので､ "1''はその地域に楽器が

存在することを示 し､ "S"は分額上は同一の楽器であっても､形状から判断すると､他の地域の

楽器と無関係に独立して存在する楽器であることを示している｡

表2を見てわかるように､ミクロネシア(AからH)では楽器の種頬が少なく､特に ドラム頬(膜

鳴楽器)はほとんど無い｡これに対 して､メラネシア(JからS)では楽器の種額が豊富であり､ポ
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表2:オセアニアにおける楽器の分布
A Marlana B:Palau C･Yap D:Central Carollne ETruk F-Ponape G:Marshal1H:Gllkrt IElllCe(Tuvam) JAdmiralty
K:Bismarck L:Irlan才aya M-PapuaNew Gulnea N 島しょ部(PapuaNew Gulnea) 0 Solomon PFりl
Q:New Hebrldes RNew Caledoma S:Loyalty T:OntongJava U Tonga VSamoa W Cook XSociety YTubualZTuamotu
AA Gambler ABMarquesa5 AC:Hawaユ1 AD:New Zealand AEEaster

地 域楽器名 A B C D E F G = I ∫ K L M N () P Q R S T U Ⅴ W Ⅹ Y Z ABACADAEMaPaYaC.CTrPoMaGiElAdBiⅠrPa良 SoFiN.HN.CLo0.JToSaCoSoTuTuGaMaHaN.ZEa

1

apiaceofbomboo i 1 1 i
1

1 1

soundingboard 1 1 1
S 1 1 1 1 1 S

S 1 I

Stoneplate 1 1

stampingplate 1 1 ら
l

bottle 1

1 1 1 1 1 1

1 1 1 1 1 1 1 1 I

1 1

fan 1

flatslab 1

1

1

gascylinder 1
1

gourd(gourddrum) 1

jew'sharp 1 1 I 1 1 l 1 1 1 1 1 1

jingles 1 1

leafbundle 1 I 1 1

rattles 1 i 1 1 1 1 S S

1 1

rolledmat 1 1 1

1

scrapedgourd 1
1

slit-drum 1 1 1 I 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 l 1 1

slit-dmm(bamboo) 1 1
1

stampingtutだ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
stone I 1 1

Struckball 1

tin 1 1 1 1 1

tinplate 1
1 1 1

1 1 I 1

1 1 1 1 1

leaftrumlXlt I

bullroarer I l 1 1 1 1 1 1

1

l

1 1 1 1 1

buzzingleaf 1 1
1 1 1 I 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1 1 1 1 1 1 l 1 1 1

mouthorgan l 1
l

noseflute l 1 1 1 1 1 1 I 1 1 1 1 1 1 1 1 1

panPlpeS 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
1 1

1 1 l

1 1 1 1 1 i 1 1

I 1 1 1 1 1 l ー 1 1

vesselflute 1 1 1 I 1 1

waterdrum 1 1

1

boXdrum 1

drum 1 1 1 1 l 1 1 1 1 i I 1 1

1 1 1 1 1

1

1 i 1 1 1 1 1 1

tubethizer 1 1 1 1

地域 .＼ R C D E F G H I ∫ K L M N C)P Q R S T U V W Ⅹ Y ZAAABACADAE
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リネシア(TからAE､並びにⅠ)でもサモア諸島や トンガ諸島､-ワイ諸島などでは豊富であるこ

とがわかる｡

また､楽器の種類によって分布している範囲が異なっている｡たとえば､conch-shelltrumpet

(ほら貝)は全域に渡ってまんべんなく分布しているし､end-blownflute(縦笛)､trensverseflute

(横笛)､noseflute(鼻笛)の頬も広い地域に渡って分布している｡オセアニア全域には分布してい

ないが､ ドラム類とslit-drum(スリット･ドラム)は主としてメラネシアからポリネシアにかけて､

stamapingtube(梅筒)とpanpipes(パソパイプス)(3)はメラネシアからポリネシア西部にかけての

広い範囲に渡って分布している｡分布の範囲をさらに限定すると､dancesticksとstmcksticks(4)

は､メラネシアとポリネシアにもあるが､形状も考慮にいれると､主としてミクロネシアの要素で

あると言える｡また､同様に､rolledmatは西ポリネシアのサモアとトンガ諸島､及び､メラネシ

アのロイヤルティ諸島に､bambootmmpetはメラネシアのニュー ･ギニア島とソロモソ諸島のブ

カ島に現れ､これらはbundledpanpipes(束状パンパイプス)､hourglassshapeddrum(砂時計型

ドラム)と並んで､比較的限定された地域に現れる楽器であるといえる｡

独立的に現れ､特定の地域に限定される楽器は､オセアニア全域に見られるが､楽器の種顕の豊

富なメラネシアに特に多く､ビスマルク諸島のニュー ･ブリテン島のfrictionblock､ニュー ･ギ

ニア島のwaterdrum(5)やscrapedgourd､ニュー ･-ブリデス諸島のwoodenvessellwithreed

tutx!(6)などが挙げられる｡また､-ワイ諸島やニュー ･ジーランドのポリネシア周辺部にも比較

的多く現れ､その例として-ワイ諸島の stampingplate(7)や､瓢箪に取り付けた軸を紐で回転さ

せて発音するgourdrattles､立木から舌状の板を切出したニュー ･ジーランドのpercussionplate

などが挙げられる｡

以上の例が示すように､分布のパターンからオセアニアにおける楽器を分顕すると､大きく4つ

に分けることができる｡第1はオセアニア全域に広く分布する楽器であり､第2はある程度広い地

域に分布する楽器､第3は比較的限定された狭い地域に分布する楽器､そして､第4は他とは関係

なく特定の地域に独立的に存在する楽器である｡

4.広く分布している楽器の構造上の特徴

オセアニアにおける楽器の分布は､特定の地域における特定の楽器の有無からだけではなく､同

種の楽器であっても､その楽器の構造上の遣いも､分布の仕方を判断する上で重要な要素となる｡

なぜならば､楽器が伝播する時には､元の形をそのままコピーするのではなく､その地域の音楽的

な噂好や利用できる素材の影響を受けて､改変が加えられるからである｡同一楽器の構造上の相違

は､異なる地域の間の関係を示すばかりではなく､独立性を表すひとつの指標となると考えられる｡

表2からは､オセアニア全域に渡って分布している楽器､並びに､ある程度､広い地域に渡って

分布 している楽器として､dancesticks､strucksticks､jew'sharp､rattles､slit-drum､

stampingtutc､conch-shelltrumpet､end-blownflownflute､noseflute､panpipes､transverse-

nute､drum頬を挙げることができる｡このうち､構造がある程度複雑であり､楽器についてのデー

タが比較的揃っている楽器について､地域による構造上の差異を論じることにする(8)｡

(1)jew'sharp(口琴)

jew'sharp(口琴)(9)は､ ミクロネシア､メラネシア､ポリネシアの広い範囲に渡って分布して

いるが､弁が本体から切り出される ｢切出し弁｣式と本体に紐で結び付けられる ｢取付け弁｣式と

に分かれる｡ ｢切出し弁｣式のjew'sharpは､ニュー ･ギニア島と､パラウ諸島に分布している.

また､ ｢取付け弁｣式のものは､ポリネシアのニュー･ジーラソド､サモア諸島､マルケサス諸島
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表 3:jew'sharp(口琴)の特徴の分布

番 号 楽 器 名 特 徴 地 域 1 地 j或 2 ソ - ス

377 jew'sharp 切出し弁 ⅠrianJaya Awenbiak 7
378 jew'sharp 切出し弁 IrianJaya HumboldtBay 7
379 jew'sharp 切出し弁 IrianJaya SentaniLake 7
376 jew'shaⅠT) 切出し弁 IrianJaya WaigeoⅠS. 7
381 jew'sharp 切出し弁 PapuaNewGuinea 7
74 jew'sharp 切出し弁 PapuaNewGuinea 7

582 jew'sharp 切出し弁 PalauⅠS. W.H.ProVVince 2,8,17

382 jew'sharp 取付け弁 PapuaNewGuinea 7
618 jew'sharp 取付け弁 HawaiiⅠS. 7,30
620 jew'sharp 取付け弁 NewZealand 12,30
254 jew'sharp 取付け弁 SamoaⅠS. 3,5
619 jew'sharp 取付け弁 Marquesas工S. 3,630
382 jew'sharp 金属製 PapuaNewGuinea 7

と､メラネシアのパプア･ニュー･ギニア(ニュー･ギニア島の東半分)に分布している｡しかし､

パプア･ニュー ･ギニアのものは､素材が金属で､形状は枠状である｡したがって､ ｢取付け弁｣

式のjew'sharpはポリネシアの要素であるといえる｡

(2)slit-drum (スリ-/卜･ドラム)

slit-drum はメラネシアからポリネシア､そしてミクロネシ7の一部 (ギルバー ト諸島)に渡り

広範囲に分布しているが､その構造は多様性に富んでいる｡

直立したslit-drum はニュー ･-ブリデス諸島のマレクラ島とペソテコソスト島の南部､アドミ

ラルティ諸島､サモア諸島､ササイエティ諸島のタヒティ島に見られるが､ニュー ･-ブリデス諸

島のものは､地面に埋め込まれ､アドミラルティ諸島のものは木で支えられる｡タヒティ島にも直

立したslit-drum はあるが､それは近年､ トンガから移入されたものであり (Smith1983)､従っ

て､slit-dm m を直立させて演奏するのは､メラネシアと西ポリネシアの要素であるといえる｡ま

た､ニュー ･ジーランドのものは､綱で吊り下げられる懸垂式ともいうべきもので､他のどの地域

にも無いものである｡

形状については､両端が細くなっているボー ト型は､メラネシアではニュー ･ギニアの北部海岸

地方とロイヤルティ諸島､ポリネシアではフツナ(Futuna)､-ワィ､ニュー ･ジ-ランドといっ

たように広範囲に分布し､このうち-ワイのものは､高さがほとんどなく､板状に近いものである｡

一方､円筒型のものは､メラネシアとポリネシア西部の トソガ諸島に見られる｡

スリットが広く､槽型とも呼べるものは､メラネシアの東部とポリネシアの広い範囲に現れ､ポ

リネシアにおいて支配的な要素であるといえる｡

また､彫刻や彩色などの装飾については､ニュー ･ギニア､及びその周辺部と､ポリネシアの ト

ソガ諸島に見られる｡

(3)conchっhelltrumFXt(ほら貝)

ほら貝はオセアニア全域に分布しているが､現段階では資料の記述の矛盾もあり､縦吹きと横吹

きの別と貝との種類の関係を明確に特定できない｡しかし､マウス･ピースの有無の点からは､マ

ウス･ピースはポリネシアのみの要素であると言え､ニュー ･ジーラソド､マルケサス諸島､ササ

イエティ諸島､ツプアイ諸島に現れている｡

(4)panpipes (パンパイプス)

panpipesはメラネシア､並びに､西ポリネシアの トソガ諸島､サモア諸島､ツブアイ諸島にか
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表 4 :suh'tdrum (スリット･ドラム)の特徴の分布

表 5:conch-shelltrumpet(ほら貝)のマウス･ピースの分布

けて広範囲に分布する楽器である｡

panpipesの構造上の相違として､(1)1列のpanpipes (2)1列で配列が不規則なpanpipes

(3)2列のpanpipes (4)配列が湾曲状のpanpipes (5)管の上部に溝が入れられているpanpipes

(6)木片を複数の管を繋ぎ合わせるための支えとしているpanpipes という基準を取り出し､分

布の仕方を検討した｡これらの特徴の多くはメラネシアからポリネシア西部にかけて広範囲に分布
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表6:panpipes(パンパイプス)の特徴の分布

し､明確な分布のパターンを導き出すことはできなかったが､配列が湾曲状のpanpipesはパプア･

ニュー ･ギニアのみに現れている｡また､管の上部の溝はメラネシア島峡部のビスマルク諸島､ソ

ロモソ諸島と､ポリネシア西部のサモア諸島､ トンガ諸島に現れ､分布の範囲がやや東に片寄って

いるといえる｡

(5)ドラム類

ドラム美頁は､メラネシアではニュー ･ギニア島とその周辺､ポリネシアではニュー ･ジーランド

を除いてほぼ全域に､また､ミクロネシアでは､ボナペ島以東に存在する｡

ドラム類の構造上の重要な特徴としては､皮の張り方が第 1に挙げられる｡ニュー ･ギニア島で

は､皮を胴に接着剤で貼り付け､その上を締輪で固定するという方法が一般的で､この方法では皮

に緊張をそれほど与えることはできない｡したがって､分厚い締輪を造り､それを胴に押込んで皮

に緊張を与えたり､くさびを入れて緊張を与えるという方法も見られる｡一万､-ワイ諸島､マル

ケサス諸島､ササイエティ諸島といった､ポリネシアの東部､周辺部では鼓面と垂直方向に締紐を

渡して皮に緊張を与えるという方法が採られている｡ニュー ･ギニア島のイリアソ･ジャヤでもこ

の方法が用いられている例があるが､その技術は稚拙であり､胴の周囲に長い締紐を渡した皮の張

り方は､主としてポリネシアで支配的な要素であるといえる｡また､皮に縫目状に紐を通して皮を

固定する方法はポリネシアの-ワイ諸島とマルケサス諸島に見られ､これも､ポリネシアの東部と

周辺部で発達した要素であるといえる｡

地域が限定されて現れる他の構造上の特徴として､楽器の形状､片面か両面かの区別､バチの有

無などが挙げられる｡

オセアニアの ドラムは､胴が円筒型で直立したものが一般的であるが､胴にくびれが入った砂時

計型の ドラムは､ニュー ･ギニア島とその周辺の島峡部､及びミクロネシアのボナペ島とマーシャ

ル諸島に現れ､ポリネシアには分布していない要素である｡
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表7:ドラム類の特徴の分布

楽 器 名 特 徴 地 域 1 地 域 2
IrianJaya
Hawiils.
Hawiils.

Marquesasls.
Marquesasls.
Societyls.
Hawills.

Marquesasls.
IrianJaya
lrianJaya
NewGuinea
Samoals.
Samoals.

Socletyls.
Tongals.
Hawiils.

Tongals.
IrianJaya
IrianJaya
lrianJaya
Hawills.

Marquesasls.
Marquesasls.
Tubualls.
Gambierls.
Hawiils.

Societyls.
Gill光rtls,

IrianJaya
PapuaNewGuinea
PapuaNewGulnea
PapuaNewGuinea
PapuaNewGuinea
PapuaNewGuinea
Marshallls.

VogelkopPenlnSula

Tahiti

VogelkopPeninsula
VogelkopPeninsula

Tahiti

SeantaniLake

VogelkopPeninsula
Yapenls.

Raivavae3

Mangareva

Tahitl

Sepik川流域
E.冒.Province
S.E.冒.Province
W.E.H.Province

島しょ部

JaruitAtoll

0

0

0

-
諾

箪

-
-
-
詣

-
竿

藻

草

苧

-
l
l
-
1-
-
-
82

3

3

3

特異な形をしたものとしては､胴が半円球型をしたハワイ諸島の ドラム､樽型をしたタヒティ島

(ササイエティ諸島)の ドラムがあり､分布の中心から見ると､周辺部に位置している｡

装飾的な台座が繰り抜かれた ドラムはポリネシアの要素であり､マルケサス諸島とハワイ諸島に

見られる｡一方､ニュー ･ギニア島の装飾は､ ドラムの取っ手の彫刻や ドラムの胴の彩色となって

いる｡また､両面太鼓､及び､バチはポリネシアだけに見られる要素であり､それぞれ､ポリネシ

アの広い範囲に渡って分布している｡

5.オセアニアにおける楽器の分布と伝播

以上､オセアニアにおける楽器､及び構造上の特徴の分布の仕方を見てきたが､最後に､楽器全

体の分布､及び伝播の仕方について論じることにする｡しかし､現段階では､細かな情報が不足し

ている上に､情報がほとんど得られない地域もあるので､今後の研究のための仮説を導くという程

度にとどめたい｡

楽器の種芙頁が豊富なのは､メラネシアのニュー ･ギニア島､ビスマルク諸島､ソロモン諸島であ

り､ニュー ･ギニア､及び､その周辺の島々が楽器の分布の中心地であるといえる｡しかし､これ

らの地域に隣接するフイージー諸島や トンガ､サモア諸島も楽器の種類が豊富であり､スリット･

ドラム､stampingtube､panpipesなど､ニュー ･ギニア周辺と共通する楽器も多いし､また､

jew'sharp(口琴)の切出し弁や､panpipesの管の上部の溝､円筒型のスリット･ドラムなど､共

通する楽器の構造も多い｡｢トンガ諸島とサモア諸島は､ポリネシアの入口であり､メラネシアの
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文化を受入れた｡｣(10)といわれるように､ トソガ諸島とサモア諸島は､メラネシアから伝播した楽器

を受容する役割を果たしたと思われる｡しかし､そのままの形で受入れるのではなく､楽器を造り

変えることも同時にした｡スリット･ドラムについては､小型化したり､スリットを広く､槽型に

しているし､ ドラムは両面にしたり､バチで演奏するように変えられている｡また､口琴の素材も

郁子の薬の主脈が用いられている｡

ポリネシアでは､ダンスの伴奏として ｢叩く｣という動作が､重要な位置を占めているが､この

ことは､西洋から移入された製品を楽器に転用することにも現れている｡ビンや缶､ガス･ボソベ

なども､楽器として用いられているし､ ドラムの皮の代用として､マットが用いられている例もあ

る｡民族の移動のルー ト上にある島々は､一般に文化の受容能力が高く､このことが､ポリネシア

の西部ではメラネシアと共通の楽器を多く持ちながらも､楽器を改変していった要因になったと推

測される｡それは､謂わば噂の流し手が､外から得た情報を勝手に解釈するのと似ている｡

一方､分布､伝播の中心地の近くにありながらも､民族の移動､交易の主要ルー トから外れた地

域は､独自の楽器を余り産みださなかったし､音楽的にも洗練されていないようである｡ニュー ･

-ブリデス諸島では､山地に定着し､孤立して生活する部族も多いため､楽器の改変という面では､

目だった特徴は示していないし､楽器の種頬からも､中心の文化を取入れ､ニュー ･ギニアと共通

するものも多いが､それほど大きな相異はない｡

ところが､ハワイ諸島やニュー ･ジーランドのようなポリネシアの周辺部､あるいは､マルケサ

ス諸島のような東部では､他地域の影響を受けながらも､独自な楽器を発展をさせている｡ ドラム

類も､遣り方が洗練されているし､形状も他の地域には見られないものに変わってしまっている｡

slit-drumもsoundingboard(サウソディソグ･ボード)と呼ぶ方が相応しいような形状になってい

る｡また､-ワイ諸島､ニュー･ジ-ラソドでは､他の地域に見られないような独自の楽器も多い｡

資源に恵まれていたこともあるが､これらの地域では文化を仲介する島々の手から離れて､楽器を

洗練かすると同時に､独自の楽器を産みだしていったといえるのではないだろうか｡

オセアニアにおける民族移動の最終地は-ワイ諸島とニュー ･ジーランドであるが､｢文化が伝

播する時には､中心地の文化を媒介する島々があり､直接的には関係を持たない離れた地域の文化

がそれらの島々に刺激されながら､独自の洗練された文化が発達する｣という文化接触のモデルを

仮定してもよいのではないだろうか｡

なお､ミクロネシアについては､楽器の種頬が少な過ぎるために､他の地域との関係を特定する

ことはできないが､特にミクロネシアの東部では､メラネシアの影響が強いと思われる｡

7.今 後 の課題

楽器の分布状況から､オセアニアの各地域間の相互関係を導き出すためには､今回用いたデータ

は地域的な偏りがあるし､また､楽器の構造や演奏法が不明なものも多い｡今後は､利用できるビ

デオ･テープや図版などから､それらを特定したり､他の文献資料も用いて､全地域に渡る､ある

程度､詳細なデータを収集すると伴に､オセアニアの地域区分､並びに楽器に利用できる資源を再

考し､それぞれの地域の因子を分析することによって､相互関係を導き出す予定である｡

さらに､音楽構造の面からの考察も織込んで､地域間の関係を導き出すことも今後の課題である｡

注

(1)資料として用いた文献は､ソース番号が文献表に記されている｡

(2)分額のレヴェルが統一されていないので､正確な数字はそれほど意味をもたない｡

(3)長さの異なる教本の管を､筏状に1列､あるいは2列に結び合わせた楽器｡また､束状に結び
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合わせられたものもあり､本文ではbundledpanpipesと記されている｡

(4)共にダンスに用いられるが､dancesticksは､1人が1本の長い棒を持ち､stmcksticksは､

1人が2本の短い棒を持って打ち合う楽器｡

(5)中が空洞になった円筒型状の木塊を水に入れて､鈍い音を出す｡本来の意味での ドラムではな

く､気鳴楽器｡

(6)木の容器に管を差込み､管に息を吐いて音を発する｡

(7)他の地域のものは､地面の上に置かれた木の板を足で跨みつけるのに対して､-ワイ諸島のも

のは､足の裏に板状の木を付け､地面を打つ｡

(8)各楽器の構造上の特徴の分布を示す表に記されている数字は､データ･ベースに入力した際の

整理番号である｡したがって､同一番号は同一楽器のデータであることを示している｡

(9)枠から細長く突き出た弁を指で弾いたり､紐で引張って振動させて出した音を､口腔を共鳴器

として音を大きくして鳴らす楽器｡体鳴楽器の1種｡

(10)太平洋文化研究所､所長､岩佐嘉親氏とのインタビューから｡
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Summary

Thepurposeofthisthesisistobringoutthepatternsofthedistributionofthemusical

instrumentsinOceaniathroughtheexistanceoftheinstrumentsandthedistributionofthe

structuralfeaturesofthespecificinsturments,sothattosetuphypothsisaboutthewayof

thediffusionofthemusicalinsturments.

The documents and the pictures consernig to the insturments ofOceania were

pigeonholedbydateprocessingusing,andthefollowinghypotheticalconclusionswere

obtained,

1)MelanesiaisthediffusionalcenterofthemusicalinsturmentsinOceania,andMelanesia

andWestern Polynesiaholdmanyinsturmentsincommon.

2)ItcanbesupposedthatWesternPolynesiaacceptedtheinsturmentsfrom Melanesia

alteringthestmcture,theshape,andthewayofperfomingoftheinsturments,andthat

atthesametimemediatetheinsturmentstoEastem Polynesia.
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3)InMarginaPolynesia,theinsturmentshaddevelopedandsophisticatedinitsownway.
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